変形性膝関節症の治療－ 病因、病態に即した治療法の確立 by 佐藤, 充彦
福井大学研究シーズデータ 
 
名前・学部・学科等  佐藤充彦 
福井大学医学部器官制御医学講座整形外科学領域 
研究情報の分類 ■シーズ  □特許  □新製品  ■分析/解析  □調査 
研究分野の分類 13 
以下の１８項目から一つ選び番号を左欄に記入する。 
1.物理系 2.エネルギー系 3.化学系 4.バイオ系 5.環境系 6.海洋･宇宙系 7.交通系 
8.機械系 9.材料系 10.電子･電気系 11.情報系 12.建築･建設系 13.医学系  
14.健康･保険系 15.看護・福祉系 16.農業･林業系 17.水産･畜産系 18.その他    
重点研究分野への該当 □ ＩＴ □ ナノ □ バイオ □ 環境・エネルギー ■ その他 
キーワード(5 個以内) 変形性膝関節症 骨、軟骨代謝 赤外分光法 再生医療  
研究情報の名称 変形性膝関節症の治療－ 病因、病態に即した治療法の確立 
 変形性膝関節症(OA)は軟骨の摩耗に骨棘形成、骨硬化などの変化をきたす疾患である。病因につい
ては基礎的な研究によりその病態が明らかとなりつつある。しかし、その研究対象は軟骨細胞や軟骨
基質の代謝に関するものが多く、骨代謝と軟骨変性の関係はいまだ不明な点が多い。そこで我々は
OA軟骨深層の石灰化軟骨層や軟骨下骨の変化を明らかにすべく解析を行っている。 
 とくに、赤外分光法を用いたアパタイト結晶の結晶性の解析により、OA 軟骨の石灰化軟骨層や軟
骨下骨においてアパタイトの沈着が減少し、その結晶サイズが増大していることを明らかにした。こ
れらの結果は、軟骨深層における力学的な強度の低下、及び骨ミネラル代謝の異常を反映しているものと考
えられた。 
 石灰化軟骨層や軟骨下骨は、軟骨への応力の分散、軟骨の骨へのアンカリング、サイトカインの骨－軟骨間
の拡散など様々な役割が考えられる。これらの機能を解析することで、OA の病態を明らかにするだけでなく、
軟骨移植や再生医療への応用が可能かどうか、今後われわれは検討を進める。 
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